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1.背景・目的 

（1）背景 

2015 年に「災害時に孤立が想定される集落住民の

防災対策と意識」として本研究と同対象地域で孤立集

落発生時の想定について明らかにされていた.5 年が

経過した 2020 年には令和 2 年 7 月豪雨が発生し,日

本各地で甚大な被害がみられ,今回調査地である熊本

県でも孤立集落が発生した. 

 

（2）孤立集落についての定義と課題 

（a）孤立集落の定義 

内閣府では孤立集落を「中山間地域,沿岸地域,島嶼

部などの地区及び集落において,道路交通及び海上交

通による外部からのアクセス（四輪自動車で通行可能

かどうかを目安）が途絶し,人の移動・物資の流通が

困難もしくは不可能となる状態」と定義しており,孤

立が発生する要因として「地震,風水害に伴う土砂災

害等による道路構造物の損傷,道路への土砂堆積 」,

「地震動に伴う液状化による道路構造物の損傷」,「津

波による浸水,道路構造物の損傷,流出物の堆積」,「地

震または津波による船舶の停泊施設の被災」を挙げて

いる１）. 

 

（b）孤立集落の課題 

自然災害によって孤立した集落は,周辺とのアクセ

スが寸断されるため,集落住民の救出・救助また,集落

復旧のための支援・復旧活動に支障が生じる.このこ

とが原因となり,支援を必要としている人に支援を行

うことが出来ず,命が危険にさらされる可能性も考え

られる.さらに孤立集落内での二次災害による被害に

ついても考慮する必要がある.2004 年に発生した新

潟県中越地震では,孤立集落の発生に加え地すべり等

による 2 次災害の危険があることから山古志村では

ヘリコプターによる全村避難が行われた .さら

に,2008 年に発生した岩手・宮城内陸地震での土砂災

害による孤立集落の発生を受け孤立集落対策の必要

性が再認識された.東日本大震災や令和 2 年 7 月豪雨

発生時にも孤立集落が発生している. 

内閣府は孤立集落発生に関わる課題として以下の

4 つを課題として挙げている 2）. 

・初動期の情報通信の確保 

・救助避難におけるヘリコプターの確保 

・集落における支援物資等の確保 

・孤立集落発生に関わる土砂災害        

これらの課題を解決し,孤立集落発生可能性が高い

集落住民の避難行動を考えることで地域防災・減災に

つなげていくことが重要である.しかし,孤立集落発

生の可能性が高いとされる中山間地域においては,人

口減少や高齢化が進んでおり,高齢化に伴い地域の防

災力が低下していくことが考えられる. 

内閣府は土砂災害が発生し集落が孤立した場合,集

落単位での避難を決定づける主な要因として「孤立の

長期化」,「被害の甚大さ」,「余震等による被害拡大

の危険性」の 3 つを挙げている 2）.  

以上が避難を決定づける主な要因であるが集落の

立地や被害の程度によって避難が困難な場合も考え

られる.したがって,自然災害によって孤立する可能

性がある集落について,災害発生時における他の地域

とのアクセスの確保を図るとともに,寸断された場合

の避難行動について考える必要がある. 

 

（3）目的 

本研究では孤立可能性があり,かつ高齢化が進んで

いる熊本県葦北郡芦北町大岩地区を対象とし,令和 2

年 7 月豪雨における集落住民の災害時の行動を整理

し,5 年前に行った孤立集落発生に関わる調査での想

定と,災害時の行動がどのように異なったのか明らか

にすることを目的に住民にアンケート調査を行った. 

 

2. 調査地の概要 

（1）令和 2年 7月豪雨について 

令和 2 年 7 月豪雨災害では,7 月 3 日から 8 日にか

けて,梅雨前線が九州付近を通って東日本にのびて停

滞した.前線の活動が非常に活発で,西日本や東日本

で大雨となり,特に九州では 4 日から 7 日は記録的な

大雨となった.気象庁は,熊本県,鹿児島県,福岡県,佐

賀県,長崎県,岐阜県,長野県の７県に大雨特別警報を

発表した.6）今回の調査地である熊本県内では 7 月 4

日朝方にかけての 12 時間降水量は,同県南地域[球磨

川水系（山江,一勝地,人吉,上,多良木,湯前横谷）,田

浦,水俣，牛深]の 9 地点で観測史上最高を記録した.

また,広範囲に降った大量の雨が球磨川等に流れ込み,

県南地域の河川で氾濫するとともに同県南・天草で土

砂崩れを引き起こした.さらに,7月 6日から 8日未明

にかけての断続的な激しい雨により,同県北地域でも

川の増水,土砂崩れを引き起こした 7). 

 

（2）調査地の被害状況 

2020 年 7 月 4 日に集中豪雨がみられた調査地であ

る芦北町での被害の状況は,各地で斜面崩壊や河川の

氾濫,土砂災害が発生した.芦北町役場の気象観測で

7 月 3 日から 4 日の 24 時間降水量が 538 ㎜という昨

年 7 月の一ヶ月分に相当する降水量が記録された.こ

れによって,人的被害をはじめとした,広い範囲での

住家被害がみられ 21 の集落が孤立集落となった. 
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（3）大岩地区の課題 

 2010年及び 2015年の国勢調査を基にしたデータ

によると,2015 年の時点で老年人口割合は 56.8%とな

っており,大岩地区内でかなり高齢化が進んでいるこ

とがわかる（表-1）4）.また,大岩地区の人口の各年齢

層の推移をみると 2010 年から 2015 年までに,生産年

齢人口割合が減少しており,老年人口割合は増加して

いることがわかる.生産年齢人口が減少していること

から,今後も老年人口割合は増加していくと考えられ,

災害発生時には,現在よりもさらに共助の担い手が少

なくなることが想定される. 

表-1 大岩地区の人口構成 

図-1 各年齢層の推移 

 

（4）過去調査での孤立集落発生に関わる想定 

2015 年に孤立可能性があり,かつ高齢化が進んで

いる集落住民の孤立に対する防災意識と対策を明ら

かにし,高齢化が進む山間地域の地域防災の課題を整

理することを目的に本研究と対象が同じ地区である

芦北町大岩地区で調査が行われた. 

 この調査では大岩地区の住民は災害時に孤立が発

生した際には,「食料(備蓄米),水(井戸水,沢水),燃料

は問題ない」といったことや,過去に集落が孤立した

際には,「住民同士で協力して,孤立を解消させた」と

いった住民同士の助け合いの度合いが高いというこ

とが挙げられた一方で,「高齢化が進んでいることか

ら孤立発生時には通院が困難になる」といった健康リ

スクが増大してしまうということが明らかになった.

このことから,住民は短期間の集落の孤立には対応す

ることが出来るという想定であった.ただ,高齢化が

進んでいることから,住民同士で協力して孤立を解消

させるというような事例に今後も対応できるとは限

らないとされていた 8). 

 

3.アンケート概要 

（1）アンケート結果 

 芦北町大岩地区住民を対象としたアンケート調査

は,区長を通じて配布と回収を行った.芦北町大岩地

区は黒岩,永谷,大岩 1,大岩 2,大岩 3,の 5地区に分か

れており,アンケートの回収率は黒岩地区 50.0%

（15/30）,永谷 100%（8/8）,大岩 1 区 72.4%（21/29）,

大岩 2 区 39.3%（11/28）,大岩 3 区 54.8%（23/42）と

なり,全体で 57.6%（79/137）であった. 

 

（2）回答者属性 

 回答者の属性に関する 12 項目の結果では,年齢が

40 代と回答した住民が全体の 2%、70 歳以上と回答し

た住民は 54.4%という結果になった. 

 また,要介護者の方が身内にいると回答した住民は

世帯人数が 2人,3人と回答した住民が一番多く,要介

護者のいる世帯のうち 75 歳以上の方がいると回答し

た住民は 91%と高い割合がみられた（図-2）. 

 

  
図-2 要介護者のいる世帯人数 

4.まとめ 

 本研究では,熊本県葦北郡芦北町大岩地区住民の令

和 2年 7月豪雨時の災害時の行動に着目した.2015年

に,孤立が想定される集落住民の防災対策と意識につ

いての調査が同対象地区で行われ,集落孤立時の住民

の想定が明らかになっていた.そこで,5 年前に調査

した孤立集落に関わる想定と,災害時の行動がどのよ

うに異なっていたのか整理する.今後アンケート結果

の整理を行い,前回調査から 5 年が経過するにあたり,

変化した災害リスクに住民がどのように対応したの

かについても分析を行い,変化する災害リスク発生の

要因に対応できるような災害時の行動について議論

を行う予定である. 
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